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計画提案に対する町の判断について（花園５丁目地区） 

 

 

 本提案に対する町の判断について、以下のとおり整理する。 

 

①提案要件の確認 

 本提案については、概ね要件を満たしているものと考えられるが、「都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針（区域マス）」及び「美瑛町都市計画マスタープラン」に沿った提案内

容となっているか否かについては、なお一定の疑義が残る。 

 上記マスタープランにおいては、当該地区の用途変更を検討する旨の方針が示されてい

るものの、その目的は「観光の利便増進に必要な施設等を立地可能とするため」とされてい

る。一方で、本提案の目的からは、観光に関する文言を直接的に読み取ることはできない。 

 しかしながら、提案者との事前協議において、将来的には宿泊業の経営にも取り組みたい

との意向が示されていることから、観光振興に資する土地利用が図られることが期待され

る。 

 

②現地の状況 

当該土地は、美瑛市街地から約５００ｍ離れた幹線町道沿いに位置し、周辺を山林に囲ま

れていることから、原野に近い状況にある。昭和の時代には、建設業者の資材置き場等とし

て利用されていたが、当該企業の廃業以降は複数の企業に所有権が移転したものの、現在に

至るまで有効に活用されていなかった。 

現在は、提案者が当該土地の一部を活用して住宅を建設している。 

 

③提案者の考え 

第１種低層住居専用地域は、低層住宅に係る良好な住環境を保護するために定められた

地域である。しかし、当該土地は山林に囲まれ、ライフラインも未整備であることから、実

態としては住宅地とはいえない。 

このような厳しい基準が設けられていることにより、土地の売却や建物の建設を断念せ

ざるを得ない状況が継続し、大きな損害を被っている。 

そのため、現地の状況に即した新たな土地利用を図ることができるようにするため、第１

種住居地域への変更を要請するものである。 

 

④町の判断 

上記を踏まえ提案内容を確認した結果、当該土地については、今後も低層住宅に係る計画

的な住宅地開発を見込むことが困難であると考えられる。 

一方、本町は景観をいかした観光地を郊外に多数有しており、市街地とそれらの拠点を結
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ぶ幹線道路沿いに位置する当該土地は、観光に資する土地利用の可能性を有していると考

えられる。このことからも、用途地域の見直しにより新たな土地利用が図られることが期待

される。 

現在は、提案者が当該土地の一部を活用して住宅を建設しているが、現地の状況やこれま

での経過を踏まえると、提案者の意向についても一定程度理解し得るものと考える。 

以上のことから、本件については、都市計画用途地域の変更を要するものと認められるた

め、所要の変更手続きを進めることとする。 


